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烏養利三郎関係資料

『鳥養利三郎関係資料j(以下、「鳥養資料」と

表記)は、敗戦直後に京都帝国大学総長となった

鳥養利三郎が所蔵していた文書類であり、泉孝英

京都大学教授(現名誉教授)より百年史編集史料

室に寄贈され、 2002年 3月の同室閉室とともに

京都大学大学文書館に移管された。本稿では、鳥

養資料の目録を掲載して利用の便に供するととも

に、資料についての理解を深める手がかりとして

簡単な解説を付すことにする。

[解説]

1 鳥養利三郎について ー総長時代を中心にー

鳥養利三郎は、 1887(明治20)年2月8日、徳

島県に生まれた。鳥養の略歴は次のとおりである。

1909年 7月 第三高等学校卒業

1912年 12月 京都帝国大学理工科大学卒業

1914年 7月 京都帝国大学工科大学助教授

1923年 1月 京都帝国大学教授(工学部、

電気工学第三講座)

1941年 9月 京都帝国大学工学部長(~

1943年9月)

1943年 10月京都帝国大学工学研究所長

(~ 1945年 10月)

1945年 11月 京都帝国大学総長 (1949年 5

月より京都大学長、~ 1951年

11月)

1946年 8月 教育刷新委員会委員
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1947年 7月 大学基準協会副会長

1949年 10月 日本学士院会員

1951年 11月 京都大学名誉教授

1961年 8月 日本ユネスコ国内委員会会長

1976年 9月死去

鳥養関係の著作としては、鳥養および彼の総長

時代の幹部職員など 8名で作られた「仁友会jが

編集した彼らの座談会記録である『敗戦の痕』

(1968年、非売品)、鳥養の米寿記念に門下生が

随筆・記念講演を出版した『鳥養利三郎先生随筆

集j(1974年、非売品)がある。また、京都大学

七十年史編集委員会が行った聞き取り「分校問

題・パージ問題についてJ(1967年、非公開)も

ある。しかし、いずれも分量的に少ない上に、広

く読まれているとは言い難く、鳥養についての研

究はほとんど行われていない状況である。

鳥養が所属していた工学部電気工学第三講座

は、「電気工学の基礎理論を講述・研究する目的

を以て設置せられたものでJI電気磁気学・交流

理論並にその応用に関する学科を以て構成され、

而してこれ等を取扱ふ手段が主として工学的であ

るのをその特長としてゐJ(1)たのだという。鳥養

は、「変圧器捲線」に関する研究で学位を授与さ

れたほか、多様な研究に従事しており、また「電

気事業主任技術者検定委員・朝鮮総督府並に満洲

国水力電気建設局嘱託として、送電網の計画建設

に協力し多年陸海軍の諸研究に参与せる外、大阪



京都大学大学文書館研究紀要第 10号 2012年

帝国大学工学部開設の当初これを援助せるところ

少くなかったJ(2) ともいう。

敗戦直後の 1945年 10月、深まる戦時体制のな

かで 1938年以来総長の任にあった羽田亨が辞任、

後任総長候補者として学内の選挙によって鳥養が

選ばれ、 11月1日付で第 13代総長に就任した。

選考の詳細は明らかではないが、すでに工学部長

などを歴任し「有力教授」であった鳥養にすんな

り決まったのではなかろうか。

1951年 11月1日までという鳥養の総長在任期

間は、日本が GHQによって占領されていた時期

とほぼ重なる。鳥養総長の 6年間は、京大の歴史

のなかでも最も波潤に満ちた期間であったと言っ

ても過言ではないであろう。

就任した鳥養が最初に行ったのが、滝川事件

(1933年)で辞職した法学部教授の復帰であった。

11月14日、復帰の前提として、前田多聞文相と

の間で大学自治の滝川事件以前の状態への回復に

ついて合意を取り交わした鳥養は、滝川幸辰の法

学部長としての復帰を実現させた(ω。

その後京大では、法学部や経済学部での教官辞

職、占領軍による施設接収、教員適格審査といっ

た、「戦争の後始末J的な事件が続いた。一方、

1946年8月に首相の諮問機関として教育刷新委員

会が設置され、そこでの議論に基づいて翌年3月

に学校教育法が公布されると、新学制への対応が

次の課題となった。 GHQや文部省との折衝を行

い、他の帝国大学との連携を保ちながら、学部学

科・講座・研究所等の組織計画を作成し、第三高

等学校との合同問題、一般教養課程の設計と宇治

分校の設置、教育学部の設置等に指導力を発揮し

。
た

また、不安定な経済状況や冷戦の開始を背景に

この時期激化していった組合運動や学生運動に対

しては、一貫して強硬な姿勢をとった。鳥養在任

の後半には、看護婦事件(心、レッドパージ反対運

動(5)、前進座事件(6)など、学生運動関係の事件が
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頻発したが、「外力と結ぶことは、常に自治破壊

行為であるJ(識別番号:鳥養-67) と考える鳥

養は学生運動の背後に学外の勢力があるとみて、

厳しい処分を行うことに跨跨しなかった。

この他にも鳥養は、前述の教育刷新委員会には

委員として、また大学設置基準案などを策定した

大学基準協会には副会長として深く関与し、戦後

大学制度の設計に関わった。

鳥養は、新制発足後最初の入学式 (1949年7月

7日)における式辞で、大学の二類型を提示して

いる。その「第一の型は学問研究を通じて各分野

に於ける専門家を養成することを主要目的とし」

ている大学であり、「第二の型は勿論専門教育を

忘れるものではないが、主なる目的を人格の完成

に置くJ大学であるという。そして、第一の型は

「一面全体主義社会の所産であるとの見解も否む

ことは出来な~ ~J として、民主主義社会において

は「大学も亦第二の型に近かなければならぬのは

当然J(7) と、新制大学の理念を後押ししていた。

その一方で後年の回想において鳥養は、「大学と

いうものの性格というか、あり方についてはもう

少し、はっきりしなければいけません。私は、京

都大学は、学問するところだと考えているから、

強いて多くの学生が来なくてもよい。ほんとうに

学問する者だけでよいと、いう建前で来た。最近

は、職業を授けるという考え方の大学が多くなっ

てきて、国民の多くが、大学に入学するようにな

った。そして、程度の低い学校への希望者が比較

的少なpから、下の方で働く人聞が少なくなって

しまったJIこれを救う道は、現在の大学の大部

分を職業教育の場としてしまって、少数の大学だ

けを、スーパ一大学すなわち、上級の大学にする

よりほかに手がないのではないかJ(8)と、新制大

学の理念であった高等教育の開放、大学の対等性

に疑義を呈している。二つの見解には少なからず

距離があるように受け取れるが、鳥養資料にある

メモ類などと突き合わせてみると、後者の方が総



長時代の烏養の本音に近かったのではないかと考

えられる。帝国大学としての伝統や特殊性を、い

かに維持したまま新制度の大学に移行できるかに

腐心する鳥養は、同時期に東大総長になり、同様

に教育刷新委員会に加わっていた南原繁とは異な

った総長像を見せていたのではなかろうか。

2 鳥養利三郎関係資料について

現在公開している鳥養資料の総点数は 440点で

ある。そのほとんどは、総長就任以後に作成され

たものと考えられる。総長就任以前のものとして

は、 1933年と推定される綾部の郡是製糸工場見学

について記したエッセイ「一万三礼の精神J(鳥

養-419)と1934年における半年間の欧米出張時

に記した日記(鳥養-230、231、232) しか存在

していない。資料中で、最も目に付くのはメモや

草稿のたぐいである。罫紙に書かれているものも

あれば、 A6判程度のメモ用紙に書きなぐったよ

うなものもある。おそらくは、何らかの講演や会

合、文章の執筆のために事前に書き留めたもので

あろう。時期的にも、総長在任中から 1970年代

と推定されるものまであり、内容的にも京大の歴

史や大学における研究の自由について、関係して

いたロータリークラブやユネスコについてなど、

多岐にわたっている。年代確定が難しいものが大

部分を占めているが、その時々の鳥養の率直な意

見や物の見方が記されていて、興味深い。その他、

点数は多くないが、京大の公的資料(鳥養一 28、

30、31、37、38、48、49、50など)、総長会議関

係資料(鳥養一 68、69、70、72、104、105など)

などは敗戦直後の京大を取り巻く状況を生々しく

伝える貴重な資料である。一方、総長就任後に関

係していた教育刷新委員会や大学基準協会に関係

する資料は、全く含まれていない。

なお、鳥養資料は百年史編集史料室に寄贈され

る前に、すでに旧蔵者によって整理が行われてい

た。メモ類は台紙に貼付され、各資料はAから O、
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α、p、①から⑦のクリアファイル等に収められ

ていた。大学文書館での目録作成にあたっては、

この整理をそのまま踏襲して「所在番号」とした

上で、新に通し番号を付して「識別番号」とした。

以下、鳥養資料を手がかりとして研究を深める

ことが可能と思われる論点をいくつか提示してお

くと、第一は旧制帝国大学における教育学部の設

置問題である。 1948年7月17日の国立総合大学

(帝国大学は前年9月に「国立総合大学jとなっ

ていた)総長会議には、文部大臣をはじめとした

文部省の高官だけでなく CIE(民間情報教育局)

からも出席があり、 CIE側がそれぞれ地元の師範

学校を合併する形での教育学部設置を各総長に求

めたのに対して総長側が激しく反発して、議論は

紛糾した(ω。最終的には多くの旧帝国大学は師範

学校を合併せず、独自に教育学研究の場としての

教育学部を設置することになるこの日の会議につ

いて、鳥養は以下のようなメモを残している(鳥

養一 70)。

一、教育学部ノ設置。(七講座位ニ増ス→新

規ニ組ミ直ス) (甲南ノ問題) (学生ハ無ク

トモ良シ。)京都ハ了承。全国的ノ leader

ヲ養成スルコト。及再教育ニ従事ス。[府

ノ教員養成ハ別個ノ問題。]教育学ノ基礎

ヲヤリ、ソレガ指導シテ別ニ養成学校ヲ附

置ス。ソノ附置ノ意昧ニテ師範ヲ考ヘテヨ

ン。

一、師範学校ヲ加フルヤ否ヤ。東大(文理大、

女高師)追分ノミヲ吸収ス。実習学校トシ

ア

京都京師、青師 京都府ノ教員教修ニ

ハ非ズ。之レハ切リ離ス。体育ヲモ入レル。

七大学ハ全国的也。少クトモ、ブロックノ

大学ノ性格ヲ堅持スベシ。故ニ高等学校以

上ハ養成スルモ、府ノ教員養成ニハ関知セ

ズ。現ニ京都、滋賀、兵庫ヲ援助シッ、ァ

リ。更ニブロック全体ノ指導援助ハ大ニヤ
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ル。府ノ教員ハ別ニヤツテ貰フ。

京大ノ教育学部ヲ先ヅ作ル。ソノ学部ガ、

ブロック各府県全体ノ教員ノ養成及再教育

ニハ何等ノ形ニテ大ニ援助ス。各府県ノ教

員養成ハ各別ノ師範ニテヤルベシ。之レハ

甚多数ノ生徒ナレパ止ムヲ得ズ。又教員及

生徒ノ質ガ大ニ異ナル。

何等カノ形トハ制度的ニ合併スルコトヲ

壁ケ、又府県ノ必要数ノ確保ノ責任ハ各府

ガ持ツナラパソレ以外ノコトハスベテ援助

スjレ。

何等カノ形トハ

(1)ブロックノ中心トシテ再教育ニ努ム

(2)協定シテ何人カハ大学ノ学部ニ入レル。

(3)実験学校トシテ利用ス。お互ニ。学科

ノ一部ハ学内デヤツテヤル。

(4)図書館融通ス。

(5)教授モ融通ス。

非合併ノ理由

理由(イ)一定数ノ責任教員数ハ必ズ養成ス

ルコトハ不可能也。教員養成ノ責任

ハ持テヌ。コノ数ハ余リニ多過ギル。

(ロ)生徒ノ程度ハ大ニ異ナル。互ノ間

ニ摩擦ヲ生ズル。

(ハ)入学基準ガ異ナル。

(ニ)量ノ教育(数が多イカラ)ニ走リ

テ従来ノ学部ノ本質ト反ス。コノ点

ガ学問ノ本質ニ反スル。

(ホ)切リ換ヘソノモノニ大多忙ニテ、

師範迄同時ニ考フルコトハ不可能

也。ソレ程問題ハ複雑也。

メモなので文意の通りにくいところはあるが、教

育学部の設置について「京都ハ了承。全国的ノ

leaderヲ養成スルコト及再教育ニ従事ス[府ノ教

員養成ハ別個ノ問題JJと、多くの旧帝国大学の

意向を明確に記していることが分かる。

第二は、分校の設置である。新制大学発足に伴

。。

って設置された一般教養課程は京大では分校と呼

ばれ (1954年に教養部と改称)、 1回生は陸軍火

薬庫跡地にできた宇治キャンパス、 2回生は第三

高等学校の校地であった吉田キャンパスに分かれ

て講義を受けることになった。宇治に分校を設置

することになった事情について、鳥養は以下のよ

うなメモを残している(鳥養-372)。

。何かを外ヘ持って行かなければならぬ。こ

れは当初からのこと也何を持って行くかを

考へれば分校以外にない。(纏めて持って

行ける)

。現に十数年前に大学の要望が源因となって

桃山ヘ移転するに決定して居た。(戦争で

中止)一高も東大の要望で移転した。農学

部と換へた。これは必然のことだ。

。グラウンドにして置けば後日又建築の敷地

に出来る。グラウンドなら他に求めること

が出来よう。

。綜合大学は専門研究室は近接すべきである

分校はそれ自体が綜合である。故に専門の

ものを切りはなして宇治へやることは不合

理也。

。グランドを宇治ヘ持って行ったのでは授業

上困るし、又後日の発展利用に行きちがい

が生ずる。(一部スポーツを切り離すこと

になる。)

京都大学は学部によって名声を得て居るので

あり、又将来と難学部の活動力によりて、発

展するのである。元より分校を従属的に視る

のでは更々無いが、何と云っても重点は学部

である。依って分校に抱き込まれそのとりこ

となって大学発展の基礎を危くする様な策を

取ってはならぬ。

第三高等学校を包摂し、従来の 3年制が 4年制と

なることで、大学敷地の不足が懸念されていた。そ

こで鳥養は、当初分校をまとめて宇治に置くこと

を構想したが、「旧三高教官らの抵抗もあってJ(ω) 



結果的に前述のように宇治と吉田に分割されるこ

とになった。鳥養が分校をまとめて宇治に置こう

とした理由としては、「昔の高等学校というのは、

よかったと思う。昔の古いナンバー高等学校時代

からの伝統が、新設の高等学校にも、ず、っと浸透

していて、教育の場としては、非常にすぐれたも

のであったJと旧制高等学校の教育を高く評価す

る鳥養が「旧高等学校の精神を、青年期の学修時

代に経験させるということは、大きな意義がある

と考えた。工学部や理学部や、医学部等と一緒に

してしまったら、前述のような雰囲気を味わさせ

る場が、なくなってしまう。少し離すべきだと思

うJ(叫と考えたからだとされていた。しかし、こ

のメモからはそうした積極的な側面よりも、吉田

キャンパスの狭さを考慮、したとき「纏めて持って

行ける」のは分校しかない、という消去法的な発

想を見て取ることができる。欄外には「随分分校

の為に尽した。文句を云はれる理由は毛頭ない。

云ふ奴はやっつけろ」という、宇治移転反対を主

張する者へと思われるいらだちの文言も記されて

いる。鳥養の生々しい本音がこのメモに表れてい

ると見ることも可能であろう。

このように、鳥養資料には、京大における戦後

改革を主導した鳥養の、制度史的視点からでは見

えにくい本音の部分が垣間見られる資料が少なく

ない。その意味で、鳥養資料は戦後の教育改革を

より立体的に考察するのに不可欠な資料ではない

かと思われる。今後のさらなる利用が期待される

次第である。

(京都大学大学文書館准教授 西山伸)
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[註]

( 1 )京都帝国大学『京都帝国大学史j1943年、 475頁。

( 2 )同前、 480頁。

( 3 )滝川のほか、恒藤恭が兼任教授として復帰した。

なお、滝川はこの時の鳥養の対応について「戦後

に総長に就任してからの、鳥養総長のやり口は疾

風迅雷ということばどおり、あっというまに京大

事件の片をつけてしまった。まれにみる条件反射

の早い人であるJ(滝川幸辰『激流 一昭和レジス

タンスの断面-j河出書房新社、 1963年、 235頁)

と高く評価している。

( 4) 1949年4月、医学部附属医院厚生女学部の卒業

生が附属医院への採用不可を不当としてハンスト

を実施し、 5月には菊池武彦医院長、 6月には鳥養

を拘束した事件。警官隊が導入され、放学2名を

含む学生計6名が処分を受けた。

( 5) 1950年 10月、学生自治会である同学会開催の

「レッドパージ粉砕全学決起大会」においてストラ

イキの決意を以て闘うことが決議されたのに対し

て、学生のストライキを禁止した告示に反すると

して、学生4名が処分された。

( 6) 1950年11月、演劇部・文学同好会が前進座の

俳優を招いて講演会を開催しようとしたところ、

警官隊が導入され学生と衝突が起こった。これに

対して、大学側の許可のないまま同学会が抗議大

会を強行し、デモを実施したため、放学4名を含

む計44名の学生が処分された。

( 7 )京都大学百年史編集委員会編『京都大学百年史』

資料編2、2000年、 965頁。

( 8 )前掲『敗戦の痕j69頁。

( 9 )この日の会議については、当時文部省学校教育

局長として出席していた日高第四郎による回想が

ある(日高第四郎『教育改革への道j洋々社、

1954年)。近年の研究では、羽田貴史『戦後教育

改革』玉川大学出版会、 1999年、 110頁参照。

(10)京都大学百年史編集委員会編『京都大学百年史』

総説編、 1998年、 487頁。

(11)前掲『敗戦の痕j74頁。
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程

1
枚

鳥
養
69
 
D-
11
-2
 

〔
帝
国
大
学
総
長
会
議
議
事
メ
モ
〕

4
枚

鳥
養
70
 
D

圃
12
19
48
 
7
 
17
 
〔
総
長
会
議
議
事
メ
モ
〕

9
枚
と
マ
ル
秘
の
CI
E1
1
原
則
1
枚
19
48
.7
.6
CI
E1
1
原
則
を
受
け
た
新
制
大

学
発
足
に
向
け
て
の
討
議
「
総
長
会
議
j
と
の
異
筆
付
筆
あ
り

鳥
養
71
 
D-
13
 

〔
師
範
学
校
生
徒
定
員
お
よ
び
実
員
数
、
教
員
及
び
事
務
官
数
調
〕
17
月
17
日
総
長
会
議
J
と
の
異
筆
付
筆
あ
り

6
枚
「
中
等
学
校
及
品
等
学
校
等
修
業
年
限
延
長
ニ
関
ス
ル
件
J
1女
子
教
育
刷

鳥
養
72
 
D-
14
 
19
46
 
2
 
5
 
〔
帝
国
大
学
総
長
会
議
資
料
お
よ
び
メ
モ
〕

新
要
綱
J
1帝
国
大
学
教
職
員
現
員
表
」
な
ど
通
し
で
1
-
1
6
の
番
号
あ
り

no
.1
に
「
文
相
訓
示
J
1総
長
会
議
J
と
の
異
筆
付
筆
、
no
.1
6
に
付
婆
あ
り

鳥
養

19
49
 

〔
京
大
の
一
般
教
養
学
部
関
係
資
料
お
よ
び
メ
モ
〕

メ
モ
2
枚
調
査
表
7
枚
敷
地
・
設
備
・
建
物
の
試
算
メ
モ
お
よ
び
「
一
般

73
 
D-
15
 

*
 

教
養
学
科
目
所
要
員
数
調
J
1一
般
教
養
学
科
目
講
座
内
容
」

鳥
養

〔
民
族
の
存
続
、
思
想
・
結
社
・
集
会
の
自
由
と
暴
力
的
運
動
と
の
2
枚

74
 
E-
1 

関
係
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

鳥
養
75
 
E-
2 

京
都
大
学
の
略
史

2
枚

鳥
養
76
 
E-
3 

〔
学
生
の
学
内
で
の
活
動
に
対
す
る
所
感
メ
モ
〕

2
枚

鳥
養
77
 
E
・4

〔
京
都
大
学
教
職
員
の
整
理
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

3
枚
「
随
想
資
料
袋
入
」
と
の
異
筆
付
筆
あ
り

、 抑 制 柵 当 」 川 顎 週 菊 崎 謹



州 議 U 汁 骨 片 山 判 u 円 鵬 論 書 刈 同 首 湘 蹴 忌 咽 N C H N 骨

識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
孝司

名
備

考

鳥
養
78
 
E-
5 

〔
日
本
の
大
学
・
研
究
に
つ
い
て
の
所
感
メ
モ
〕

2
枚
海
外
と
比
較

鳥
養
79
 
E-
6-
1
 

〔
創
立
記
念
式
の
告
辞
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

5
枚
付
塞
あ
り

鳥
養
80
 
E-
6-
2
 

〔
戦
争
直
後
の
状
況
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
81
 
E-
7 
19
49
 
11
 
14
 
大
学
管
理
法
に
対
す
る
国
立
大
学
長
会
議
の
見
解

10
枚

鳥
養
82
 
E-
8 
19
50
 
6
 

「
新
制
大
学
の
在
り
方
」

鳥
養
利
三
郎
『
電
気
評
論
』
第
38
巻
第
4
号
1
頁
自
筆
書
込
あ
り

鳥
養
83
 
E-
9 
19
50
 
8
 

「
再
、
大
学
の
在
り
方
に
就
い
て
」

鳥
養
利
三
郎
『
電
気
評
論
』
第
38
巻
第
6
号
1
-
2
頁
自
筆
書
込
あ
り

84
 
E-
10
-1
 

〔
尽
都
大
学
学
制
委
員
会
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
85
 
E
刷
10
-2

〔
在
職
中
の
回
想
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
86
 
E-
10
-3
 

〔
在
職
中
の
回
想
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
87
 
E-
10
-4
 

〔
研
究
の
自
由
・
大
学
の
自
治
に
関
す
る
メ
モ
〕

2
枚

鳥
養
88
 
E-
10
-5
 

〔
大
学
に
お
け
る
政
治
活
動
の
是
非
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

3
枚

鳥
養
89
 
E-
10
-6
 

〔
在
職
中
の
回
想
メ
モ
〕

2
枚

鳥
養
90
 
E-
10
・
7

〔
在
職
中
の
回
想
メ
モ
〕

2
枚

鳥
養
91
 
E-
11
 
19
51
 
10
 
*
 〔
在
職
中
の
回
想
メ
モ
〕

3
枚

鳥
養
92
 
E-
12
 

「
大
阪
舎
密
局
J
I舎
密
局
に
つ
い
て
J

『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
21
化
学
技
術
J
r生
産
と
技
術
J
16
巻
9
号
所
収

「
御
参
考
j
と
の
自
筆
書
込
あ
り

鳥
養
93
 
F-
1 

19
67
 
*
 〔
京
大
の
歴
史
に
関
す
る
メ
モ
〕

4
枚
「
昭
和
40
年
代
の
メ
モ
70
周
年
記
念
頃
j
と
の
異
筆
付
護
あ
り

鳥
養
94
 
F-
2 

19
69
 
*
 〔
大
学
自
治
、
学
問
・
研
究
の
自
由
に
つ
い
て
の
所
感
メ
モ
〕

便
筆
7
枚
メ
モ
2
枚
「
紛
争
時
の
メ
モ
か
」
と
の
異
筆
付
筆
あ
り

鳥
養
95
 
F-
3 

19
69
 
*
 〔
大
学
の
現
状
に
対
す
る
非
難
と
紛
争
処
理
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕
4
枚
「
学
園
紛
争
の
メ
モ
な
ら
ん
」
と
の
異
筆
付
築
あ
り

鳥
養
96
 
F-
4 

19
69
 

「
大
学
紛
争
の
問
題
点
を
つ
く
」

Ro
de
ri
ck
 M
a
cL
ei
sh
 
6
頁
『
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
ド
3
の
資
料

か
前
切
れ

鳥
養
97
 
F-
5-
1 

〔
自
分
の
研
究
・
研
究
の
自
由
・
大
学
自
治
な
ど
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕
4
枚

鳥
養
98
 
F 幽
5-
2

〔
電
波
の
研
究
・
利
用
に
関
す
る
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
99
 
F-
6-
1
 

〔
旧
制
大
学
の
運
営
上
の
問
題
に
対
す
る
検
討
方
法
に
つ
い
て
の
要
望
〕
1
枚
「
香
川
冬
夫
」
と
の
異
筆
付
護
あ
り

鳥
養
10
0 
F-
6-
2
 

文
部
省
へ
の
要
望

2
枚
農
場
問
題

鳥
養
10
1 
F
幽
7-
1

〔
官
僚
攻
撃
と
官
僚
に
よ
る
大
学
監
督
の
要
不
要
と
の
区
別
に
つ
い
1
枚

て
の
メ
モ
〕

鳥
養
10
2 
F-
7副
2

〔
総
長
会
議
案
に
つ
い
て
の
会
合
に
お
け
る
進
行
メ
モ
〕

4
枚
目
頭
に
「
資
料
(
三
)
の
前
文
朗
読
J
と
あ
り

鳥
養
10
3 
F-
7 ・
3

〔
研
究
と
民
主
的
運
営
の
重
点
の
置
き
方
、
大
学
に
お
け
る
選
挙
、
1
枚

若
手
教
員
の
発
言
権
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

鳥
養
10
4 
F-
7園
4

資
料
(
二
)
大
学
法
試
案
に
対
す
る
国
立
大
学
総
長
会
議
の
見
解
自
筆
書
込
あ
り
19
48
.1
1.
20
文
部
省
と
の
会
合

鳥
養
10
5 
F-
7-
5 

国
立
大
学
に
「
理
事
会
」
設
置
の
義
に
対
す
る
意
見
書

3
枚
自
筆
書
込
あ
り
旧
帝
大
総
長
連
署

~
 



σ
コ
乙
n

識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養
10
6 
F-
8 
19
75
 
10
 
1
 
『
洛
友
会
会
報
j
第
93
号

「
記
事
3P
山
冗
海
門
」
と
の
書
込
あ
り
「
雑
」
と
の
異
筆
付
婆
あ
り

鳥
養
10
7 
F-
9 
19
68
 
10
 
1
 
『
洛
友
会
会
報
』
第
58
号

1
頁
に
鳥
養
利
二
郎
「
人
生
を
語
る
(
終
戦
直
後
の
泉
大
導
く
)J
あ
り

鳥
養
10
8 
F-
10
 
19
69
 
6
 
28
 
〔
洛
友
会
中
国
支
部
資
料
〕

1
枚
役
員
改
選
、
会
計
報
告
な
ど
紛
争
解
決
に
つ
い
て
の
書
込
あ
り

鳥
養
10
9 
F-
11
 
19
50
 
6
 

「
新
制
大
学
の
在
り
方
j

鳥
養
利
三
郎
『
電
気
評
論
』
第
38
巻
第
4
号
1
頁

鳥
養
11
0 
F-
12
 
19
50
 
8
 

「
再
、
大
学
の
在
り
方
に
就
い
て
」

鳥
養
利
二
郎
『
電
気
評
論
』
第
38
巻
第
6
号
1
-
2
頁
5
部

鳥
養

ガ
パ
ナ
一
月
報
写

1
枚
ガ
ヴ
ァ
ナ
一
手
島
知
健
報
告
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
・
幹
事
宛

11
1 
F-
13
 
19
51
 
1
 
16
 

第
7
信
朱
囲
み
あ
り

鳥
養
11
2 
F-
14
 

〔
白
紙
〕

4
枚

鳥
養
11
3 
G-
1
 

Gr
ee
ti
ng
 a
nd
 R
ep
or
t 

2
枚
Ri
sa
bu
ro
 T
or
ik
ai
 
(C
)
と
あ
り

鳥
養
11
4 
G-
2
 

〔
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
経
緯
と
現
状
に
つ
い
て
の
草
稿
〕

4
枚

鳥
養
11
5 
G-
3 

19
63
 -
64
年
度
ユ
ネ
ス
コ
事
業
計
画
予
算
案
に
対
す
る
意
見
(
案
)
14
枚

鳥
養
11
6 
G-
4 

〔
日
本
国
民
に
対
す
る
第
12
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
の
レ
ポ
ー
ト
(
草
稿
)
J
 1
枚

鳥
養
11
7 
ι5
-1
 

〔
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
に
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

3
枚

鳥
養
11
8 
G-
5-
2 

〔
ユ
ネ
ス
コ
の
今
後
の
発
展
に
関
す
る
メ
モ
〕

1
枚
英
文

鳥
養
11
9 
G-
5-
3 

〔
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
に
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

2
枚
英
文
手
書
き
修
正
あ
り

鳥
養
12
0 
G-
6 

〔
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
教
育
普
及
援
助
活
動
に
関
す
る
草
稿
〕

3
枚
(B
)
と
あ
り

鳥
養
12
1 
G-
7 

〔
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

2
枚
英
文

鳥
養
12
2 
G-
8 

Sp
ee
ch
 b
y 
He
ad
 o
f 
th
e 
J
 
ap
an
es
e 
De
le
ga
ti
on
 a
t 
th
e 
ge
ne
ra
l 
10
枚
手
書
き
修
正
あ
り

Co
nf
er
en
ce
 o
f 
Un
es
co
 
(T
we
lf
th
 S
es
si
on
) 

鳥
養
12
3 
G
闘
9-
1

〔
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

2
枚

鳥
養
12
4 
G
幽
9-
2

〔
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

1
枚
英
文

鳥
養
12
5 
G-
9-
3 

〔
英
文
草
稿
〕

1
枚

鳥
養

(J
A
P
A
N
E
S
E
 N
A
T
I
O
N
A
L
 C
O
M
M
I
S
S
I
O
N
 F
O
R
 U
N
E
S
C
O
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
レ
ジ
ュ
メ
(
英
文
タ
イ
プ
打
)
3.
10
 -
3.
16
開
催
表
紙
に

12
6 
G-
10
 
19
65
 
3
 
9
 
M
E
E
T
I
N
G
 O
F
 E
X
P
A
R
T
S
 O
N
 Y
O
U
T
H
 I
N 
A
S
I
A
関
係
資
料
〕
「
鳥
養
T
O
Rl
KA
IJ
と
あ
り

鳥
養
12
7 
H-
1 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養

『
ポ
ー
ル
ハ
リ
ス
と
ロ
ー
タ
リ
ー
の
生
い
立
ち
冗
ガ
、
パ
ナ
ー
鳥
養
宮
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
表
紙
に
自
筆
書
込
あ
り

12
8 
H-
2 
19
57
 
11
 

利
三
郎
先
生
講
演
録
J

鳥
養
12
9 
H-
3 

言
上

3
枚
恩
賞
に
対
す
る
答
礼
久
留
米
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
メ
モ
護

鳥
養
13
0 
H-
4 

〔
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
〕

4
枚
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
64
区
第
2
回
年
次
大
会
(
長
崎
)

鳥
養
13
1 
H-
5 

〔
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
委
員
会
欠
員
に
関
す
る
メ
モ
〕

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
64
区
第
2
回
年
次
大
会
(
長
崎
)
英
文

鳥
養
13
2 
H-
6 
19
70
 
11
 
21
 
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
『
職
業
奉
仕
』
に
つ
い
て

京
都
R
C
会
員
藤
井
正
三
水
口
R
C
例
会
で
の
ス
ピ
ー
チ

加 琳 M 2 い 顎 週 勢 崎 4 4



湖 時 明 U 汁山 W U 汁 骨 片 酬 明 論 副 司 湖 首 湘 蛸 H C 咽 N C H N 抑

識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養

「
今
年
や
が
て
入
社
さ
れ
る
あ
な
た
に
」

藤
井
大
丸
取
締
役
会
長
・
藤
井
正
二
「
局
卒
女
子
が
大
半
で
ご
ざ
い
ま
す
J
と

13
3 
H-
7 
19
71
 
2
 

の
書
込
あ
り

鳥
養
13
4 
H-
8 
19
68
 
9
 
1
 
〔
授
業
料
改
定
表
〕

1
枚
英
文

鳥
養
13
5 
H-
9-
1 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
60
周
年
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

10
枚

鳥
養
13
6 
H-
9-
2 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
60
周
年
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

12
枚

鳥
養
13
7 
H-
9-
3 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
60
周
年
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

5
枚

鳥
養
13
8 
H-
10
-1
 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
60
周
年
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
〕

9
枚
「
ロ
ー
タ
リ
ー
」
と
の
異
筆
付
筆
あ
り

鳥
養
13
9 
H-
10
-2
 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
14
0 
H-
10
-3
 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
60
周
年
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

13
枚

鳥
養
14
1 
H-
10
・
4

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
メ
モ
〕

3
枚

鳥
養
14
2 
H-
11
-1
 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
50
周
年
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
〕

2
枚

鳥
養
14
3 
H-
11
-2
 

「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
50
年
j

16
枚

鳥
養
14
4 
H-
11
-3
 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
60
周
年
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

6
枚
部
分

鳥
養
14
5 
H
圃
11
-4

「
自
由
団
体
の
っ
と
め
と
ロ
ー
タ
リ
ー
」

10
枚

鳥
養
14
6 
1-1
 

「
水
資
源
は
有
り
余
っ
て
い
る
」

ボ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ラ
ン
ゲ
ビ
ー
シ
ェ
『
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
所
収

鳥
養
14
7 
1-
2-
1 

〔
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

3
枚
英
文

鳥
養
14
8 
1-2

同
2

〔
ユ
ネ
ス
コ
に
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

12
枚

鳥
養
14
9 
1-3
 

19
65
 
9
 

〔
ユ
ネ
ス
コ
関
係
メ
モ
・
切
り
抜
き
〕

1
枚
ユ
ネ
ス
コ
主
催
世
界
文
部
大
臣
会
議
記
事
(
識
字
教
育
問
題
)
各
国
学
生

に
つ
い
て
の
メ
モ

鳥
養
15
0 
1-
4-
1 

〔
氏
名
の
書
き
込
ま
れ
た
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
15
1 
1-
4-
2 
19
64
 
*
 〔
ユ
ネ
ス
コ
関
係
メ
モ
〕

12
枚
11
96
4
ユ
ネ
ス
コ
」
と
の
異
筆
付
筆
あ
り

鳥
養
15
2 
1-5

幽
1

〔
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
に
関
す
る
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
15
3 
1-
5-
2 

〔
世
界
平
和
と
平
等
化
に
関
す
る
メ
モ
〕

2
枚
「
ユ
ネ
ス
コ
」
と
の
異
筆
付
築
あ
り

鳥
養
15
4 
1-
5-
3 

〔
ユ
ネ
ス
コ
の
事
業
に
関
す
る
メ
モ
〕

6
枚

鳥
養
15
5 
1-5
-4 

明
る
い
国
際
社
会
を
築
く
た
め
に

13
枚
草
稿

鳥
養
15
6 
1-
6-
1 

〔
教
育
と
経
済
開
発
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
「
ユ
ネ
ス
コ
J
と
の
異
筆
付
護
あ
り
前
切
れ

鳥
養
15
7 
1-
6-
2
 

〔
平
和
の
希
求
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

3
枚

鳥
養
15
8 
Lら
3

〔
国
際
機
関
の
国
際
援
助
活
動
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

4
枚

鳥
養

〔
国
際
学
術
団
体
、
ユ
ネ
ス
コ
の
科
学
活
動
、
U
N
E
S
C
O

6
枚
11
96
3
，A
ug
us
t]
ap
an
es
e 
Sc
ie
nt
if
ic
 M
on
th
ly
 V
o
1.1
6
 No
.5
学
術
月
報
」

15
9 
1-
6-
4
 

C
O
U
P
O
N
の
利
用
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

と
の
表
題
あ
り

鳥
養
16
0 
1-7
 

〔
国
際
機
関
、
そ
の
略
称
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

3
枚

鳥
養
16
1 
1-8
 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
経
済
援
助
、
ユ
ネ
ス
コ
に
関
す
る
ノ
ー
ト
〕

σ
コ
σ
コ



σ3
 

h
斗

識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養
16
2 
J司
1

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
事
業
募
金
と
ロ
ー
タ
リ
ー
・
地
方
・
国
家
2
枚
R.
I
第
61
区
ガ
パ
ナ
一
事
務
所
メ
モ
用
筆

の
三
者
関
係
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

鳥
養
16
3 
J開
2

〔
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
61
区
の
活
動
に
関
す
る
メ
モ
〕

5
枚
R.
I
第
61
区
ガ
パ
ナ
一
事
務
所
メ
モ
用
実

鳥
養
16
4 
]-
3 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
の
活
動
原
則
に
関
す
る
メ
モ
〕

5
枚
R.
I
第
61
区
ガ
パ
ナ
一
事
務
所
メ
モ
用
筆

鳥
養
16
5 
]-
4 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
関
係
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

8
枚
長
崎
観
光
ホ
テ
ル
メ
モ
用
筆

鳥
養
16
6 
]-
5 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
の
活
動
原
則
に
関
す
る
メ
モ
〕

2
枚
R.
I
第
61
区
ガ
パ
ナ
一
事
務
所
メ
モ
用
筆

鳥
養
16
7 
]-
6 

〔
日
印
関
係
に
つ
い
て
の
ス
ピ
ー
チ
原
稿
〕

3
枚
「
①
不
明
j
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
16
8 
J平
1

自
由
団
体
の
っ
と
め
と
ロ
ー
タ
リ
ー

11
枚

鳥
養
16
9 
]-
7 ・
2

〔
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

1
枚
ロ
ー
タ
リ
ー
第
64
区
年
次
大
会
(
広
島
)
メ
モ
用
筆

鳥
養
17
0 
]-
8 

ガ
パ
ナ
ー
ノ
ミ
ニ
ー
の
詮
衡
に
就
て

3
枚

鳥
養
17
1 
]-
9 

19
52
 
10
 
18
 
〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
挨
拶
草
稿
〕

11
枚
「
鳥
取
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
j
と
の
表
題
あ
り
R.
I.
第
61
区
ガ
バ
ナ
ー

事
務
所
メ
モ
用
筆

d
鳥
養
17
2 
]-
10
・1

自
由
団
体
の
っ
と
め
と
ロ
ー
タ
リ
ー

10
枚

鳥
養
17
3 
]-
10

開
2

〔
日
本
の
現
状
と
自
由
団
体
に
関
す
る
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
17
4 
]-
11
 

自
由
団
体
の
っ
と
め
と
ロ
ー
タ
リ
ー

12
枚

鳥
養
17
5 
]-
12
・1

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
の
運
営
に
関
す
る
メ
モ
〕

6
枚

鳥
養
17
6 
]-
12
・2

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
計
画
の
必
要

1
枚
冗
ガ
パ
ナ
一
石
川
芳
次
郎
(
京
都
)
自
筆
書
込
あ
り

鳥
養
17
7 
K-
1 

〔
本
四
連
絡
橋
に
関
す
る
新
聞
記
事
〕

翌
年
か
ら
3
ル
ー
ト
同
時
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
記
事

鳥
養
17
8 
Eι
2-
1 

(1
民
族
問
題
」
と
し
て
の
「
瀬
戸
内
海
問
題
J
に
関
す
る
草
稿
〕
3
枚

鳥
養
17
9 
Eι
2-
2 

〔
本
四
連
絡
橋
に
関
す
る
草
稿
〕

1
枚
部
分

鳥
養
18
0 
Tι
2-
3 

(1
今
度
の
テ
ロ
」
と
の
関
連
で
の
本
四
連
絡
橋
に
関
す
る
メ
モ
〕
1
枚

鳥
養
18
1 
K-
3 

〔
本
四
連
絡
橋
に
関
す
る
草
稿
〕

19
枚

鳥
養
18
2 
K-
4
 
19
70
 
6
 

本
州
・
四
国
連
絡
橋
神
戸
鳴
門
線
事
業
計
画
と
採
算
性
(
要
約
)
本
土
淡
路
四
国
連
絡
橋
架
設
促
進
協
議
会
表
紙
に
書
き
込
み

鳥
養
18
3 
Eι
5 

19
72
 
7
 

鳴
門
・
神
戸
架
橋
建
設
基
金
京
都
協
力
会
創
立
総
会
資
料

京
都
徳
島
県
人
会
表
紙
に
書
き
込
み

鳥
養
18
4 
Eι
6 

〔
空
袋
〕

「
一
九
七
二
年
・
九
月
原
稿
『
鳴
門
大
橋
.
I
J
と
自
筆
書
込
あ
り

鳥
養
18
5 
L-
1-
1 

〔
科
学
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
メ
モ
〕

2
枚

鳥
養
18
6 
L-
1-
2 

〔
日
本
の
「
後
進
国
j
へ
の
科
学
技
術
援
助
に
関
す
る
メ
モ
〕

5
枚

鳥
養
18
7 
L-
1-
3 

〔
日
本
人
発
明
の
応
用
物
理
学
・
化
学
に
関
す
る
メ
モ
〕

3
枚

鳥
養
18
8 
L-
2
 

(1
左
翼
」
の
動
向
等
に
関
す
る
メ
モ
〕

1
枚
民
主
主
義
教
育
協
会
原
稿
用
紙

鳥
養
18
9 
L-
3 

19
57
 
5
 
2
0
 
挨
拶

6
枚
理
事
長
鳥
養
利
三
郎
研
究
所
四
十
周
年
式
典

鳥
養
19
0 
L-
4
 

チ
タ
ニ
ウ
ム
整
流
体
の
話

2
部
鳥
養
家
で
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
シ
ナ
リ
オ
鳥
養
用
・
妻
と
娘
用

鳥
養
19
1 
L-
5
 

〔
家
建
替
見
取
り
図
〕

2
枚
畏
に
産
学
協
同
に
関
す
る
メ
モ

、 抑 制 柵 U 2 M 四 百 理 論 崎 準



判 虫 U 汁 山 W U 汁 特 u N 瑚 時 冊 沼 状 何 首 畑 鞘 呂 岨 N C H N 判

識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養
19
2 
L-
6-
1
 

〔
人
類
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
メ
モ
〕

6
枚

鳥
養
19
3 
L-
6-
2
 

〔
電
磁
波
に
関
す
る
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
19
4 
L-
6-
3
 

〔
半
導
体
に
関
す
る
メ
モ
〕

3
枚

鳥
養
19
5 
L-
6-
4
 

〔
電
磁
波
・
半
導
体
に
関
す
る
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
19
6 
L
ら
5

〔
電
磁
波
と
通
信
に
関
す
る
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
19
7 
L-
7
 

〔
電
灯
の
発
達
80
年
に
関
す
る
メ
モ
〕

5
枚

鳥
養
19
8 
L-
8-
1 

〔
半
生
と
電
子
工
学
に
関
す
る
メ
モ
〕

7
枚
「
原
子
力
と
電
子
学
J
他

鳥
養

〔
電
子
工
学
・
電
子
工
業
と
学
問
文
化
の
発
展
・
産
業
の
発
展
に
関
3
枚

19
9 
L-
8-
2 

す
る
メ
モ
〕

鳥
養
20
0 
L-
9
 

半
導
体
に
つ
い
て

2
枚
鳥
養
利
二
郎
自
筆
修
正
あ
り

鳥
養
20
1 
L-
1O
-1 

半
導
体

23
枚
草
稿
水
曜
会
原
稿
用
紙

鳥
養
20
2 
L-
10
-2
 

〔
自
著
論
文
に
つ
い
て
の
補
足
メ
モ
〕

1
枚
西
村
秀
雄
水
曜
会
原
稿
用
紙

鳥
養
20
3 
M-
1 

応
用
科
学
研
究
所
五
十
年
史
座
談
会

鳥
養
他
に
よ
る
懐
古
談

鳥
養

第
5
回
創
造
性
開
発
研
究
会
総
会
開
催
に
つ
き
お
願
い
の
件

1
枚
財
団
法
人
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
一
人
材
養
成
事
業
担
当
副
会
長
森
書

20
4 
N-
1-
1 
19
70
 
9
 
21
 

五
郎
よ
り
鳥
養
利
三
郎
宛

鳥
養
20
5 
N-
1-
2 

創
造
性
開
発
研
究
会
総
会
経
過
報
告

1
枚

鳥
養
20
6 
N-
1-
3 

〔
市
川
の
功
績
に
関
す
る
メ
モ
〕

2
枚

鳥
養
20
7 
N-
2-
1 
19
72
 
4
 
26
 
京
都
分
析
セ
ン
タ
ー
と
応
用
科
学
研
究
所
の
相
互
協
力
に
就
て
3
枚
草
稿

鳥
養
20
8 
N-
2-
2 

〔
電
子
工
学
専
門
技
術
者
と
し
て
の
半
生
に
関
す
る
草
稿
〕

5
枚

鳥
養
20
9 
N-
3-
1 
19
72
 
3
 
14
 
〔
日
本
学
士
院
賞
受
賞
者
に
関
す
る
新
聞
記
事
切
り
抜
き
〕

1
枚
自
筆
書
込
あ
り

鳥
養

N
圃
3-
2

工
学
博
士
前
田
憲
一
君
の
「
電
離
層
に
関
す
る
研
究
J
の
授
賞
審
査
自
筆
書
込
あ
り

21
0 

要
旨

鳥
養
21
1 
N-
3-
3 

〔
マ
ル
コ
ニ
ー
と
電
離
層
に
関
す
る
メ
モ
〕

2
枚

鳥
養

工
学
博
士
前
田
憲
一
君
の
「
電
離
層
に
関
す
る
研
究
」
の
授
賞
審
査
自
筆
書
込
あ
り

21
2 
N-
3-
4 

要
旨

鳥
養

N-
4-
1 

「
世
界
リ
ー
ド
す
る
日
本
の
工
業
技
術
」

ft
AP
通
信
社
記
者
井
上
博
『
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
第
23
巻
第
2
号

21
3 

19
68
 
2
 

自
筆
書
込
あ
り

鳥
養
21
4 
N-
4-
2 
19
61
 
3
 

「
世
は
ま
さ
に
発
明
時
代
」

『
リ
ー
ダ
ー
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
.
1
(
号
数
不
明
)
自
筆
書
込
あ
り

鳥
養
21
5 
N-
5 

〔
研
究
の
経
緯
に
関
す
る
草
稿
〕

3
枚

鳥
養

N-
6 

〔
歴
史
に
つ
い
て
の
所
感
メ
モ
〕

2
枚
日
本
学
士
院
部
会
開
催
通
知
(1
97
3.
9.
25
)
の
裏
i1
欠
」
と
の
異
筆
付

21
6 

筆
あ
り

|
旦
養
21
7 
N-
7-
1 

1
 
17
 
〔
京
都
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

4
枚
+
封
筒
岡
崎
京
都
会
館
に
て
学
院
長
鳥
養
利
三
郎

~
 



σ3
 
e.
D 

識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養
21
8 
N-
7-
2 

〔
京
都
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
学
院
長
就
任
挨
拶
草
稿
〕

3
枚

鳥
養
21
9 
N-
8 

大
黒
部
幹
線
増
設
工
事
完
成

1
枚
所
感
メ
モ
貼
り
付
け
あ
り

鳥
養
22
0 
N-
9 

I
T
I
N
E
R
A
R
Y
 F
O
R
 M
R.
 A
N
D
 M
R
S
.
 G
E
O
R
G
E
 R.
M
E
A
N
S
 
1
枚
行
動
予
定
表

鳥
養
22
1 
N-
10
 

『
敗
戦
の
痕
』
送
付
先
名
簿

49
枚

鳥
養
22
2 
0-
1 

一
万
三
礼
の
精
神

鳥
養
利
二
郎
「
昭
和
8
年
頃
の
記
事
」
と
自
筆
書
込
あ
り
郡
是
工
場
見
学
時

の
こ
と
典
拠
不
明
(1
一
家
一
言
」
の
コ
ー
ナ
ー
)

鳥
養
22
3 
0-
2 
19
67
 
12
 
1
 
「
思
い
出
」

鳥
養
利
二
郎
『
中
央
電
気
倶
楽
部
月
報
』
第
18
6
号
2
部

鳥
養
22
4 
0-
3 
19
68
 
1
 
1
 
「
所
感
一
文
化
功
労
賞
を
お
受
け
し
て
-
J

鳥
養
利
三
郎
『
大
阪
国
際
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
会
報
』
第
16
号

鳥
養
22
5 
0-
4 
19
69
 
1
 2
5 
「
新
年
の
ご
挨
拶
を
兼
ね
て
」

鳥
養
利
二
郎
『
生
活
科
学
』
第
15
巻
第
1
号

鳥
養
22
6 
0-
5 
19
69
 
4
 
1
 
「
世
界
で
二
番
目
」

鳥
養
利
三
郎
『
科
学
朝
日
J
19
69
年
4
月
号

鳥
養
22
7 
。
-6

鳥
養
利
三
郎
博
士
研
究
業
績

2
枚

鳥
養
22
8 
0-
7 
19
67
 

「
郡
是
か
ら
国
是
ヘ
」

鳥
養
利
二
郎
『
洛
友
会
会
報
』
第
53
号

鳥
養
22
9 
。凶
8

〔
空
袋
〕

「
執
筆
集
」
と
の
自
筆
書
込
あ
り

鳥
養
23
0 
α-
1 
19
34
 
6
 
27
 
〔
ア
メ
リ
カ
旅
日
記
〕

8
月
18
日
ま
で
表
紙
に
「
①
A
M
E
R
I
C
A
2
7
Ju
ne
-1
8A
ug
.J
と
あ
り

汽
車
?
の
写
真
ネ
ガ
2
枚
挟
み
込
み

鳥
養
23
1 
α-
2 
19
34
 
8
 
24
 
〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
日
記
〕

9
月
12
日
ま
で
表
紙
に
1(
2)
 
8
 /
 24
，
 9
 /
 12
 L
o
nd
on
，
 (E
ng
la
nd
) 

Be
rl
in
，
 (D
eu
ts
ch
) 
9
 /
 13
，J
と
あ
り

鳥
養
23
2 
α-
3 
19
34
 
10
 
23
 
〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
日
記
〕

11
月
20
日
ま
で
表
紙
に
ID
eu
ts
ch
la
nd
，S
ch
we
iz
，
 lt
al
y，
 Pa
ri
s
，
 Or
ie
nt
，
 

19
34
、
o
ct
-D
ez
.
③
」
と
あ
り
帰
国
途
中
の
ア
ジ
ア
記
述
あ
り

d
鳥
養
23
3 
α-
4 
19
50
 

〔
ア
メ
リ
カ
旅
日
記
〕

表
紙
に
IN
o.
1
19
50
J
と
あ
り
書
簡
や
名
刺
(
紹
介
用
)
挟
み
込
み
あ
り

鳥
養

〔
ア
メ
リ
カ
旅
日
記
〕

表
紙
に
IN
o.
2.
四
月
五
日
起
」
と
あ
り
メ
モ
・
徽
章
・
名
刺
の
挟
み
込
み
あ

23
4 
α-
5 
19
50
 

り

19
52
 

表
紙
に
ID
IA
RY
19
52
・1
95
3
R.
T
O
R
I
K
A
I
 K
Y
O
T
O
 U
NI
V.
 J
A
P
A
N
J
と
あ
り

鳥
養
23
5 
α
圃
6

~
 

〔
ア
メ
リ
カ
・
メ
キ
シ
コ
旅
日
記
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
訪
問
記
〕
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
関
係
・
別
子
鉱
業
所
銅
精
錬
系
統
図
な
ど
の
メ
モ
・
切
り

19
53
 

抜
き
等
挟
み
込
み
あ
り

鳥
養
23
6 
α-
7 

〔
研
究
に
関
す
る
メ
モ
〕

ほ
と
ん
ど
白
紙
の
手
帳

鳥
養
23
7 
s
 -1-
1 
19
74
 
11
 
15
 
『
鳥
養
利
三
郎
先
生
随
想
、
集
』

(
財
)
応
用
化
学
研
究
所
内
林
千
博
発
行
鳥
養
米
寿
記
念

，
鳥
養
23
8 
s-
1・
2
19
74
 
11
 
15
 
『
鳥
養
利
三
郎
先
生
随
想
、
集
J

(
財
)
応
用
化
学
研
究
所
内
林
千
博
発
行
鳥
養
米
寿
記
念

鳥
養
23
9 
s-
2 
19
68
 
2
 
29
 
『
敗
戦
の
痕
』

仁
友
会
代
表
鳥
養
利
二
郎
「
自
宅
用
J
と
表
に
書
込
あ
り

鳥
養
24
0 
s
 -3-
1 
19
71
 
4
 

『
日
本
学
士
院
会
員
名
簿
』

授
賞
審
査
関
係
資
料
挟
み
込
み
あ
り

鳥
養
24
1 
s
 -3-
2 
19
72
 
4
 

『
日
本
学
士
院
会
員
名
簿
』

葉
書
3
枚
挟
み
込
み
あ
り
(
逝
去
通
知
)

鳥
養
24
2 
s-
3・
3
19
73
 
3
 

『
日
本
学
士
院
会
員
名
簿
』

葉
書
1
枚
挟
み
込
み
あ
り
(
逝
去
通
知
)

、 抑 制 柵 当 」 川 顎 覗 担 論 略 語



剃 器 片 山 附 U 庁 特 u 門 醐 斡 割 当 浦 首 湘 鞘 呂 咽 N C H N 州 市

識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養
2
4
3
 
s-
3-
4 
19
76
 
6
 

『
日
本
学
士
院
会
員
名
簿
』

鳥
養
2
4
4
 
s-
4 

19
48
 
9
 
1
 
K
Y
O
T
O
 U
N
I
V
E
R
S
I1
Y
 P
E
R
S
O
N
N
E
L
 1
94
8 

A
L
P
H
A
B
E
T
I
C
A
L
 L
I
S
T
I
N
G
 O
F
 T
E
A
C
H
I
N
G
 &
 R
E
S
E
A
R
C
H
尽
大
発
行

の
英
文
教
員
録

鳥
養
2
4
5
 
s-
5 

19
75
 
12
 
1
 
『
洛
友
会
会
員
名
簿
』

工
学
部
電
気
工
学
教
室

鳥
養
2
4
6
 
s-
6 

19
77
 
4
 
1
 
『
洛
友
会
会
報
』
第
9
9
号
鳥
養
利
三
郎
先
生
追
悼
号

鳥
養
2
4
7
 
s-
7 

19
74
 
10
 
2
0
 
『
原
子
力
関
係
京
都
大
学
同
窓
名
簿
』

京
都
大
学
原
子
核
工
学
教
室
同
窓
会
け
し
の
実
会
東
京
支
部
編
3
月
調
査

鳥
養

『
日
本
に
お
け
る
科
学
と
技
術
の
再
編
成
-
米
国
学
術
顧
問
団
報
告
日
本
学
術
振
興
会
編
Re
or
ga
ni
za
ti
on
of
 S
ci
en
ce
 a
n
d
 T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 i
n 
J
 
a
p
a
n
 

2
4
8
 
s-
8 

19
48
 
12
 
5
 
書』

鳥
養
2
4
9
 
s-
9 

19
62
 
3
 
15
 
『
国
際
理
解
の
教
育
』

内
海
巌
、
永
井
滋
郎
I
D
E
教
育
資
料
第
2
2
集
長
表
紙
に
書
込
あ
り

鳥
養

『
米
国
学
術
諮
問
団
本
邦
学
術
体
制
視
察
報
告
書
日
本
に
於
け
る
19
47
.8
.2
8
付
報
告
書
教
育
協
会
訳
裏
表
紙
に
書
込
あ
り

2
5
0
 
s-
10
 
19
48
 
10
 
2
0
 
学
術
と
技
術
の
改
組
』

d
鳥
養
25
1 
s-
ll
 
19
18
 
9
 
10
 
『
臨
済
録
J

「
妙
心
寺
管
長
古
川
大
航
」
他
、
書
込
あ
り

鳥
養
2
5
2
 
s-
12
・1

〔
出
席
簿
〕

表
紙
に
「
電
力
演
習
」
と
あ
り
(
中
は
白
紙
)

鳥
養
2
5
3
 
s-
12
・2

〔
出
席
簿
〕

表
紙
に
「
実
験
j
と
あ
り
(
中
は
白
紙
)

鳥
養
2
5
4
 
戸田
12
・3

〔
出
席
簿
〕

表
紙
に
「
電
気
磁
気
学
演
習
鳥
養
教
授
J
と
あ
り
(
中
は
白
紙
)

19
51
 

尽
大
学
生
へ
の
小
口
短
期
融
資
の
た
め
の
寄
附
団
体
(
代
表
者
:
鳥
養
昭
子

鳥
養
2
5
5
 
s-
13
 

~
 

〔
小
銭
会
関
係
資
料
〕

(
利
三
郎
夫
人
)
)
19
70
.6
ま
で
存
続
学
生
部
と
の
や
り
と
り
や
新
聞
記
事
、

19
74
 

受
領
証
等

鳥
養
2
5
6
 
s
 -1
4-
1 
19
74
 
10
 
9
 
感
謝
状

聖
ヨ
ゼ
フ
整
肢
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
よ
り
鳥
養
昭
宛

鳥
養
2
5
7
 
s-
14

圃
2
1
9
2
9
 
9
 
1
 
〔
マ
リ
ア
エ
レ
ナ
院
長
送
別
記
念
写
真
〕

鳥
養
2
5
8
 
s-
14
・3
19
73
 
5
 
2
 
〔
発
亥
会
五
十
周
年
記
念
大
会
鳥
養
宛
寄
せ
書
き
〕

於
京
都
・
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
鳥
養
先
生
賀
需
謝
思

鳥
養
2
5
9
 
s
 -1
4-
4 

御
結
納
之
葉

京
都
市
四
条
品
倉
西
松
屋

鳥
養

T
H
O
M
A
N
E
R
C
H
O
R
 L
E
I
P
Z
I
G
 D
D
R
 D
R
E
S
D
N
E
R
 P
H
I
L
H
A
R
-
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
聖
ト
ー
マ
ス
教
会
合
唱
団
、
ド
レ
ス
デ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

2
6
0
 
s-
15
 
19
75
 
6
 
19
 
M
O
N
I
E
 1
97
5 
J
A
P
A
N
 

一
管
弦
楽
団
日
本
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
音
楽
関
係
」
と
の
異
筆
付
議
あ
り

鳥
養
26
1 
s
 -1
6-
1
 

B
A
C
H
M
a
t仕
la
us
-P
as
si
on
B
V¥
凡
T2
44

マ
タ
イ
受
難
曲
ス
コ
ア

鳥
養
2
6
2
 
s
 -1
6-
2
 

D
E
R
T
H
O
乱i
fA
N
E
R
C
H
O
R
Z
U
 L
E
I
P
Z
I
G
 

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
聖
ト
ー
マ
ス
教
会
合
唱
団
の
概
覧

鳥
養
2
6
3
 
s-
17
 

(S
al
to
ro
 K
an
gr
i
峰
写
真
パ
ネ
ル
〕

社
団
法
人
京
都
大
学
学
士
山
岳
会
19
62
.7
.2
4
初
登
頂
し
た
と
き
の
も
の
裏

面
に
解
説
あ
り

鳥
養
2
6
4
 
s-
18
 
19
63
 
5
頃

「
新
・
人
国
記
徳
島
県
J
①
~
⑪

朝
日
新
聞
切
り
抜
き
反
故
紙
に
貼
っ
て
と
じ
合
わ
せ
封
筒
入
り
⑪
に

19
63
.5
.2
5
の
日
{
寸
あ
り
⑧
に
鳥
養
が
登
場

鳥
養
2
6
5
 
s-
19
 

〔
林
千
博
「
非
線
形
振
動
の
研
究
」
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
鳥
養
の
履
歴
等
も
あ
り
島
津
製
作
所
の
茶
封
筒
入
り

訂
正
な
ど
〕

-.
.J
 
0
 



吋 〕 {

識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養

〔
林
千
博
「
非
線
形
振
動
の
研
究
」
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
鳥
養
の
「
林
千
博
業
績
J
と
異
筆
書
込
あ
り

26
6 
s-
20
 

コ
メ
ン
ト
・
メ
モ
〕

鳥
養
26
7 
s-
21
 
19
67
 
11
 

『
電
気
評
論
』
復
刊
創
刊
号

鳥
養
に
よ
る
巻
頭
言
あ
り

鳥
養
26
8 
s-
22
 
19
71
 

『
要
覧
J

財
団
法
人
応
用
化
学
研
究
所

鳥
養
26
9 
s-
23
 

〔
日
本
地
図
シ
リ
ー
ズ
〕

10
枚
農
林
中
央
金
庫
京
都
事
務
所
広
告
島
根
・
鳥
取
な
ど
10
県

鳥
養
27
0 
F

幽
24
19
73
 
n.e
ip
zi
g
.l 

He
rb
er
t 
L
ac
h
m
a
n
n
 F
er
ki
na
nd
 M
a
y
写
真
集

鳥
養
27
1 
s-
25
 

『
京
都
大
学
概
覧
昭
和
50
年
度
』

鳥
養
27
2 
s-
26
 
19
92
 
10
 
n著
作
権
台
帳
』
第
22
版
調
査
票
〕

日
本
著
作
権
協
議
会
鳥
養
昭
宛

鳥
養
27
3 
s-
27
・1

〔
阿
波
宮
大
麻
比
古
神
社
絵
葉
書
〕

5
枚
社
務
所
X
2
・
独
逸
橋
・
大
鳥
居
並
に
参
道
松
並
木
・
社
前
紋
川
橋

鳥
養
27
4 
s-
27

同
2

〔
メ
キ
シ
コ
絵
葉
書
〕

6
枚

鳥
養
27
5 
s-
27
・3

〔
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
レ
イ
ク
プ
ラ
シ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
絵
葉
書
〕

1
枚

鳥
養
27
6 
F

幽
27
-4

〔
京
都
大
学
文
学
部
五
十
周
年
記
念
絵
葉
書
〕

1
枚
国
史
研
究
室
所
蔵
大
村
純
忠
書
状

鳥
養
27
7 
F

幽
27

凶
5

〔
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
絵
葉
書
〕

6
枚
平
治
物
語
絵
巻

鳥
養
27
8 
F
圃2
7・
6

中
尊
寺
国
宝
絵
葉
書
第
一
輯

7
枚
金
色
堂

鳥
養
27
9 
戸圃
27
・7
19
92
 
4
 
21
 
W
p
ぶ
き
レ
ポ
ー
ト
No
.5
1 
い
ぶ
き
の
国
会
レ
ポ
ー
ト
』

国
会
議
員
伊
吹
文
明
烏
養
昭
宛

鳥
養
28
0 
s-
27

幽
8
19
92
 
*
 19
92
年
度
(
平
成
4
年
度
)
品
野
教
会
年
間
行
事
予
定

鳥
養
28
1 
s-
28
 

〔
空
封
筒
〕

計
18
枚
大
き
さ
い
ろ
い
ろ
京
都
行
政
経
済
研
究
所
や
ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト

日
本
連
盟
京
都
支
部
の
も
の
も
あ
り

鳥
養
28
2 
s-
29
 

〔
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
〕

白
紙

鳥
養
28
3 
s-
30
 

〔
空
パ
イ
ン
ダ
ー
〕

青
布
表
紙
空
茶
封
筒
1
枚
挟
み
込
み
あ
り

鳥
養
28
4 
①・
1

〔
社
会
党
・
大
学
と
財
閥
な
ど
に
つ
い
て
の
所
感
メ
モ
〕

6
枚
二
菱
銀
行
用
筆
「
同
一
綴
メ
モ
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り
①
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
「
袋
AJ
と
の
異
筆
付
護
あ
り

鳥
養
28
5 
①
-2 

〔
ス
ト
ラ
イ
キ
学
生
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

4
枚

鳥
養
28
6 
①
-2 

〔
原
稿
要
旨
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養

①聞
3

〔
大
河
内
総
長
の
談
話
、
社
会
党
と
大
衆
、
経
済
自
由
化
に
つ
い
て
1
枚
東
洋
信
託
銀
行
封
筒

28
7 

の
メ
モ
〕

鳥
養
28
8 
①回
3

〔
近
代
文
化
人
と
家
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
二
菱
銀
行
用
メ
モ
用
紙
「
信
託
銀
行
袋
中
の
メ
モ
2
点
」
と
の
異
筆
書

込
あ
り

鳥
養
28
9 
①
-4 

〔
下
書
き
メ
モ
〕

1
枚
「
道
、
忍
、
幾
山
河
、
真
徳
、
妙
機
悟
j
と
あ
り

鳥
養
29
0 
①
-4 

〔
京
大
の
教
官
事
務
官
の
要
件
、
科
学
技
術
な
ど
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕
1
枚
「
メ
モ
一
枚
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
29
1 
①
-5 

〔
卒
業
生
の
集
い
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
29
2 
①
-5 

〔
日
本
に
お
け
る
民
主
主
義
の
現
状
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

加 琳 当 」 川 町 山 明 週 致 瀦 並



剃 叫 刊 百 U 庁 特 U 汁 味 u N 醐 斡 事 湖 首 潮 輔 ち 却 N C H N 州 市

識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養
2
9
3
 
①
-5
 

〔
日
本
人
と
左
翼
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
2
9
4
 
①・
5

〔
左
翼
な
ど
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
裏
に
も
あ
り

鳥
養
2
9
5
 
①
-5
 

〔
戦
争
反
省
録
・
実
録
流
行
時
期
の
に
つ
い
て
の
回
想
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
2
9
6
 
①同
6

〔
洛
友
会
・
同
窓
会
・
社
会
党
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
2
9
7
 
①
-6
 

〔
社
会
改
良
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
2
9
8
 
①
-7
 

(1
汗
と
涙
が
に
じ
ん
で
い
る
j
か
ら
の
メ
モ
〕

1
枚
典
拠
不
明

鳥
養
2
9
9
 
①圃
7

〔
修
学
院
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
閉
鎖
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕
1
枚

鳥
養
3
0
0
 
①司
8

〔
学
生
に
対
す
る
ス
ピ
ー
チ
メ
モ
〕

1
枚
RO
TA
RY
'S
 G
O
L
D
E
N
 A
N
N
I
V
E
R
S
A
R
Y
用
筆

鳥
養
30
1 
①・
9

〔
雑
メ
モ
〕

1
枚
人
名
列
挙
「
終
戦
の
思
い
出
J
1日
本
産
業
の
発
展
J
等
の
文
字
あ
り

鳥
養
3
0
2
 
①幽
10

19
67
 
6
 
19
 
R
O
T
A
R
Y
 C
L
U
B
 K
Y
O
T
O・
.
W
E
S
T
週
報
NO
.1
0-
49
 

書
込
あ
り
第
4
7
7
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
他
諸
報
告
事
項

鳥
養
30
3 
①・
11

19
67
 
5
 
*
 〔
憲
法
発
布
2
0
年
に
際
し
て
の
メ
モ
〕

3
枚

鳥
養
3
0
4
 
①圃
12

〔
社
会
状
況
・
共
産
主
義
・
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

9
枚
住
友
銀
行
用
実
箇
条
書
き

鳥
養
3
0
5
 
①
-1
3 

〔
雑
メ
モ
〕

6
枚
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
64
区
年
次
大
会
(
広
島
)
用
筆
箇
条
書
き
「
袋

BJ
と
の
異
筆
付
筆
あ
り
「
同
一
綴
メ
モ
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
3
0
6
 
①
-1
4 

〔
原
子
力
問
題
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
葉
書
の
余
白
に
書
込

鳥
養
3
0
7
 
①
-1
4 

〔
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
政
党
・
学
問
の
基
本
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
葉
書
の
余
白
に
書
込

鳥
養
3
0
8
 
①
-1
5 

〔
郷
里
徳
島
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

2
枚
断
片

鳥
養
3
0
9
 
①開
16

〔
後
進
国
の
開
発
と
後
進
国
へ
の
日
本
の
文
化
的
進
出
に
つ
い
て
の
1
枚
①
・
2
0
の
続
き

メ
モ
〕

鳥
養
3
1
0
 
①・
17

〔
郷
里
徳
島
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
草
稿
〕

3
枚

鳥
養
31
1 
①・
18

19
56
 
9
 
21
 
〔
教
育
学
部
特
別
講
演
会
案
内
お
よ
び
挨
拶
草
稿
〕

1
枚
教
育
学
部
特
別
講
演
会
(
講
師
:
ミ
シ
ガ
ン
大
学
教
授
ア
ル
ゴ
ー
・

D
.
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
)
案
内
の
裏
に
特
別
講
演
会
で
の
英
文
挨
拶
草
稿

鳥
養
31
2 
①
-1
9 

(
P
o
w
e
r
の
意
義
と
そ
の
義
務
な
ど
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

4
枚
「
同
一
綴
メ
モ
(
イ
)J
と
の
異
筆
書
込
あ
り
RO
TA
RY
'S
 G
O
L
D
E
N
 

A
N
N 日
R
S
A
R
Y
用
筆

鳥
養
3
1
3
 
①・
2
0

〔
後
進
国
の
開
発
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
①
同
16
に
続
く

鳥
養
3
1
4
 
①
-2
1 

〔
判
断
と
知
識
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

5
枚
T
H
E
 R
O
T
A
R
Y
 C
L
U
B
 O
F
 K
O
B
E
用
実
(
社
)
日
本
繊
維
機
械
学
会

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
余
白
も
利
用
「
同
一
綴
メ
モ
J
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
3
1
5
 
②
-1 

〔
忠
大
の
学
風
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
3
1
6
 
②・
1

〔
国
際
理
解
・
協
力
・
開
発
な
ど
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

7
枚
三
菱
銀
行
用
実
「
袋
CJ
と
の
異
筆
付
筆
あ
り

鳥
養
3
1
7
 
②
-2
 

〔
国
際
理
解
と
京
都
の
位
置
つ
い
て
の
メ
モ
〕

7
枚
二
菱
銀
行
用
筆
「
同
一
綴
メ
モ
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
3
1
8
 
②圃
3

〔
個
人
の
尊
重
と
協
力
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

4
枚

吋 N l
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識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養
31
9 
②・
4

〔
日
本
ユ
ネ
ス
コ
の
発
展
、
前
田
多
門
と
の
縁
、
安
保
問
題
に
つ
い
2
枚
「
京
都
S
封
筒
と
同
一
綴
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

て
の
メ
モ
〕

鳥
養
32
0 
②
-5 

〔
国
際
援
助
と
京
都
観
光
案
内
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

2
枚

鳥
養
32
1 
②同
5

〔
外
国
人
の
た
め
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
「
同
一
綴
メ
モ
3
点
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
32
2 
②
-6 

〔
雑
感
メ
モ
〕

1
枚
京
都
新
聞
社
の
封
筒
に
書
込
「
ロ
ー
マ
字
論
J
1入
学
試
験
J
1京
都
の
疎

水
J
1駅
弁
大
学
J
1月
給
J
1新
旧
大
学
生
」
の
比
較
等
々
の
文
字
あ
り

鳥
養
32
3 
②
-6
 

〔
平
和
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
「
同
一
綴
メ
モ
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
32
4 
②
-7 

〔
日
本
社
会
と
社
会
党
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
32
5 
②ー
7

〔
社
会
の
進
歩
、
科
学
の
総
合
的
発
展
と
電
子
工
学
に
つ
い
て
の
メ
1
枚

モ〕

鳥
養
32
6 
②・
8

〔
電
気
関
係
学
科
設
置
校
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
13
2
年
度
調
j
と
あ
り
「
京
都
S
封
筒
な
ど
と
同
一
綴
メ
モ
j
と
の
異
筆

書
込
あ
り

鳥
養
32
7 
②・
9

〔
発
明
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
「
袋
D
J
と
の
異
筆
付
護
あ
り

鳥
養
32
8 
②
-9 

〔
科
学
の
実
用
的
研
究
と
発
明
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
32
9 
②
-1
0 

〔
理
事
会
メ
モ
〕

1
枚
畏
に
ア
フ
リ
カ
問
題
と
文
部
大
臣
会
議
に
つ
い
て
の
メ
モ
あ
り

鳥
養
33
0 
②
-1
0 

〔
国
際
協
力
と
ユ
ネ
ス
コ
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー
「
国
際
協
力
の
道
し
る
べ
J
(1
96
5)
の
表
紙

切
り
抜
き
に
書
き
込
み

鳥
養
33
1 
②開
11

〔
学
校
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
33
2 
②・
12

〔
発
明
と
教
育
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
教
育
委
員
会
の
「
新
時
代
の
要
請
に
対
応
す
る
技
l

術
教
育
に
関
す
る
意
見
J
(1
95
6.
12
)
の
表
紙
に
書
込

鳥
養
33
3 
②圃
13

〔
婦
人
週
間
標
語
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
畏
に
「
日
本
の
電
車
J
(
歴
史
)
に
つ
い
て
の
メ
モ
あ
り

鳥
養
33
4 
②
-1
4 

〔
教
育
関
係
委
員
会
の
組
織
化
と
教
育
方
法
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
33
5 
②・
15

〔
公
共
物
破
壊
と
送
検
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

2
枚
「
同
一
紙
に
貼
付
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
33
6 
②
-1
5 

〔
地
方
分
権
と
東
尽
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
ニ
菱
銀
行
メ
モ
用
紙

鳥
養
33
7 
②圃
15

〔
同
窓
生
、
知
識
と
学
問
の
関
係
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
三
菱
銀
行
メ
モ
用
紙

鳥
養
33
8 
②聞
15

〔
東
南
ア
ジ
ア
の
日
本
人
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
二
菱
銀
行
メ
モ
用
紙

鳥
養
33
9 
②・
16

〔
自
国
防
衛
・
国
連
・
ユ
ネ
ス
コ
に
つ
い
て
の
所
感
メ
モ
〕

1
枚
三
菱
銀
行
用
筆

3
枚
「
大
阪
瓦
斯
と
電
気
J
1新
入
社
者
へ
の
祝
意
J
1学
制
改
革
J
1河
合
信
水

鳥
養
34
0 
②・
17

〔
ス
ピ
ー
チ
用
メ
モ
〕

の
掃
除
の
話
J
1月
給
の
定
義
J
1ジ
レ
ッ
ト
の
話
J
1英
国
の
社
会
政
策
」
と
の

項
目
あ
り

鳥
養
34
1 
②・
17

〔
理
論
と
実
際
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
34
2 
②
-1
7 

〔
研
究
の
自
由
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
「
前
頁
メ
モ
の
続
き
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

、 抑 制 柵 当 」 川 知 明 理 出 潮 崎 謹
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識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
孝司

名
備

考

鳥
養
34
3 
②・
18

〔
電
気
工
学
に
関
す
る
回
顧
談
メ
モ
〕

3
枚
I(
A)
 J
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
3
4
4
 
②
-1
8 

〔
ド
イ
ツ
の
高
周
波
石
炭
液
化
技
術
見
学
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
三
菱
銀
行
メ
モ
用
紙

鳥
養
3
4
5
 
②
-1
9 

〔
食
住
の
変
化
、
自
然
科
学
に
利
用
方
法
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

2
枚
I(
B)
 J
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
3
4
6
 
②・
19

〔
銀
行
の
配
当
金
、
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
3
4
7
 
②・
19

〔
老
人
の
酒
談
に
お
け
る
話
題
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養

②・
2
0

〔
時
評
メ
モ
〕

1
枚
項
目
列
挙
I(
C)
 J
と
の
異
筆
書
込
あ
り
メ
ー
ト
ル
法
・
古
都
保
存

3
4
8
 

法
・
野
党
な
ど
に
つ
い
て

鳥
養
3
4
9
 
②
-2
1 

〔
学
者
と
信
念
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
I(
D)
 J
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
3
5
0
 
②
-2
2 

〔
計
算
メ
モ
〕

1
枚
I(
E)
 J
と
の
異
筆
書
込
あ
り
畏
に
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
メ
モ
あ
り

鳥
養
35
1 
②
-2
3 

〔
風
邪
薬
、
振
動
論
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養

②
-2
4 

〔
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
現
状
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
京
都
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
「
ク
ラ
ブ
活
動
の
概
況
報
告
J
(1
97
1.
8.
11
) 

3
5
2
 

の
表
紙
に
書
込

鳥
養

②同
25

〔
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
死
に
際
し
て
の
メ
モ
〕

1
枚
la
J
と
の
異
筆
書
込
あ
り
台
紙
に
「
同
一
綴
メ
モ
j
と
の
異
筆
書
込
あ

3
5
3
 

り

鳥
養

②ー
2
5

〔
観
光
政
策
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
Ib
J
と
の
異
筆
書
込
あ
り
「
民
主
主
義
J
I学
問
と
知
識
の
分
離
J
Iテ
レ

3
5
4
 

ピ
の
罪
」
と
の
項
目
あ
り

鳥
養
3
5
5
 
②
-2
5 

〔
教
養
部
学
生
の
落
第
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
Ic
J
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
3
5
6
 
②・
2
6

〔
ア
メ
リ
カ
史
年
表
メ
モ
〕

1
枚
18
91
 -
19
35
の
諸
事
件
年
表
メ
モ

鳥
養

②聞
2
7

〔
日
本
の
大
学
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
明
細
書
の
畏
に
書
込
米
粉
・
片
栗
粉
・
エ
ン
ジ
ン
の
思
い
出
、
大
和

3
5
7
 

武
蔵
に
つ
い
て
の
メ
モ
あ
り

鳥
養

②・
2
8

〔
備
忘
メ
モ
〕

1
枚
加
柴
青
年
の
経
歴
・
立
志
伝
・
写
真
・
嫁
取
り
談
な
ど
の
文
字
あ
り

3
5
8
 

弟
子
・
知
人
か
ら
の
援
助
に
つ
い
て
の
メ
モ
あ
り

鳥
養
3
5
9
 
②幽
2
9

〔
書
簡
草
稿
〕

2
枚
英
文
“M
r.
 D
ir
ec
to
r 
of 
Bu
re
au
 o
f 
Cu
lt
ur
e"
に
宛
て
た
も
の

鳥
養
3
6
0
 
③
-1
 

〔
発
明
受
賞
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
草
稿
〕

2
枚
「
袋
DJ
と
の
異
筆
付
筆
あ
り

烏
養

③
-2
 

(W
ar
ne
r
の
京
都
・
奈
良
、
東
南
ア
ジ
ア
政
策
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
1
枚

36
1 

い
て
の
メ
モ
〕

鳥
養
3
6
2
 
③
-3
 

〔
ロ
ー
タ
リ
一
関
係
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
36
3 
③
-4
 

〔
ロ
ー
タ
リ
一
関
係
メ
モ
〕

2
枚

鳥
養
3
6
4
 
③
-5
 

〔
学
問
の
自
由
・
科
学
の
発
達
な
ど
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

3
枚

鳥
養
3
6
5
 
③
-6
 

〔
基
礎
研
究
の
産
業
へ
の
利
用
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養

③ー
7

日
本
の
工
業
教
育
の
諸
問
題

11
枚
講
演
草
稿
1
枚
目
に
「
ユ
ネ
ス
コ
袋
中
の
も
の
」
、
2
枚
目
に
「
袋
EJ

3
6
6
 

と
の
異
筆
付
雪
量
あ
り

ー l 吋 A F - -



-.
J 
c..n 

識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養
36
7 
③ー
8

〔
日
本
の
歴
史
や
社
会
に
つ
い
て
の
所
感
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
36
8 
③
-9 

〔
現
時
の
日
本
人
と
左
翼
、
ユ
ネ
ス
コ
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
36
9 
④
-1
・1

〔
研
究
の
自
由
と
個
人
の
尊
重
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
37
1
ま
で
同
一
の
台
紙
に
貼
付
、
iA
J
iB
J 
iC
J 
i同
一
綴
」
と
の
異
筆

書
込
あ
り

鳥
養
37
0 
④同
1-
2

〔
研
究
に
お
け
る
主
観
性
と
客
観
性
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
37
1 
④
-1
-3
 

〔
京
大
教
授
を
誇
り
と
す
る
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
37
2 
④
-2 

〔
分
校
の
外
部
移
転
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

2
枚

鳥
養
37
3 
④
-3 
19
69
 
5
 
17
 
住
谷
悦
治
「
泉
大
本
館
前
庭
の
樟
樹
J

1
枚
読
売
新
聞
19
69
.5
.1
7
付
自
筆
書
込
あ
り

鳥
養
37
4 
④同
3

〔
本
館
前
庭
の
樟
樹
碑
文
の
写
し
、
読
本
、
配
置
図
〕

4
枚

鳥
養
37
5 
④幽
4
19
67
 
*
 〔
老
人
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

4
枚

鳥
養
37
6 
④
-5 
19
49
 
*
 〔
鳥
養
利
三
郎
履
歴
書
〕

5
枚
19
10
三
品
卒
業
よ
り
19
49
.1
0.
5
日
本
学
士
院
会
員
就
任
ま
で
「
履
歴

書
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
37
7 
④
-6 

〔
退
任
に
際
し
て
の
所
感
メ
モ
〕

1
枚
畏
に
は
通
信
学
会
か
ら
の
表
彰
に
つ
い
て
の
メ
モ
あ
り

鳥
養
37
8 
④聞
7
19
49
 
*
 〔
教
授
会
に
関
わ
る
規
程
草
案
〕

1
枚
欄
外
に
i1
2J
と
の
自
筆
書
込
あ
り

鳥
養
37
9 
④・
8

〔
泉
北
の
山
林
原
野
と
そ
の
利
用
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

新
電
克
工
業
株
式
会
社
封
筒
に
書
き
込
み

鳥
養
38
0 
④回
9

〔
追
悼
文
メ
モ
〕

故
人
は
学
者
仲
間
か
(
特
定
不
可
)
]
A
P
A
N
L
I
N
E
の
空
封
筒
に
書
き
込
み

鳥
養
38
1 
⑤開
1

〔
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
歴
史
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕
5
枚
二
菱
銀
行
用
筆

鳥
養
38
2 
⑤
-1 

〔
日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
発
足
と
そ
の
苦
難
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕
2
枚
二
菱
銀
行
用
筆

鳥
養
38
3 
⑤
-1 

〔
満
州
事
変
前
後
に
お
け
る
日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
1
枚
三
菱
銀
行
用
筆

の
メ
モ
〕

鳥
養
38
4 
⑤同
2

〔
雑
メ
モ
〕

1
枚
「
宮
田
道
雄
。
林
重
、
林
干
そ
の
他
非
常
に
多
し
西
村
秀
、
西
原
利
et
c.
J

と
書
込
あ
り
第
一
銀
行
用
筆

鳥
養
38
5 
⑤幽
2

〔
自
由
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

11
枚
第
一
銀
行
用
筆

鳥
養
38
6 
⑤
-3 

〔
泉
大
の
樟
樹
に
つ
い
て
の
住
谷
執
筆
記
事
へ
の
謝
辞
草
稿
〕

1
枚
「
土
曜
随
想
、
原
稿
ヘ
」
と
の
異
筆
付
筆
あ
り

鳥
養
38
7 
⑤
-4 

〔
日
本
の
学
制
改
革
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
39
1
ま
で
同
一
の
台
紙
に
貼
付
「
黄
色
の
袋
入
り
雑
昭
和
40
年
代
か
」

と
の
異
筆
書
込
あ
り

d
鳥
養
38
8 
⑤・
4

〔
あ
る
べ
き
教
師
像
、
緒
方
塾
な
ど
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
ニ
菱
銀
行
メ
モ
用
紙

鳥
養
38
9 
⑤
-4 

〔
煙
草
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
39
0 
⑤・
4

〔
日
本
社
会
の
現
状
と
自
然
科
学
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

4
枚

鳥
養
39
1 
⑤
4
 

〔
世
界
の
進
歩
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

2
枚
「
読
売
4.
15
夕
刊
j
と
の
書
込
あ
り
三
菱
銀
行
メ
モ
用
紙

鳥
養
39
2 
⑤
-4 

〔
ハ
ン
ダ
、
電
気
計
算
機
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
39
5
ま
で
同
一
の
台
紙
に
貼
付
「
黄
色
袋
封
入
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
39
3 
⑤・
4

(I
C
の
発
展
と
文
科
関
係
者
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

--
--
-，
L_
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識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養
3
9
4
 
⑤閑
4

〔
電
機
機
械
の
全
輸
入
、
技
術
家
の
心
得
な
ど
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕
1
枚

鳥
養
3
9
5
 
⑤
-4
 

〔
講
座
制
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
3
9
6
 
⑤
-5
 

[
，
内
藤
校
長
j
と
の
つ
き
合
い
や
仁
友
会
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養

⑤
-6
 

〔
敗
戦
直
後
の
大
学
・
京
大
を
取
り
巻
く
状
況
と
尽
大
の
、
活
動
に
つ
8
枚

3
9
7
 

い
て
の
メ
モ
〕

鳥
養
3
9
8
 
⑤
-7
 

〔
自
然
科
学
研
究
と
社
会
発
展
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
「
昭
43
.3
.1
付
火
災
保
険
勧
誘
紙
の
ウ
ラ
J
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
3
9
9
 
⑤・
8

[
，
不
満
分
子
」
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

3
枚

鳥
養
4
0
0
 
⑤聞
9

19
61
 
10
 
18
 
〔
皇
居
園
遊
会
へ
の
招
待
状
〕

宮
内
庁
長
官
よ
り
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
会
長
鳥
養
利
三
郎
・
同
令
夫
人

宛

鳥
養
40
1 
⑤・
10

〔
教
育
使
節
団
の
来
日
と
漢
字
制
限
問
題
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
4
0
2
 
⑤・
10

[
，
悪
い
こ
と
J
の
定
義
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
4
0
3
 
⑤幽
10

[
，
悪
い
こ
と
」
の
定
義
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚
三
菱
銀
行
メ
モ
用
紙

鳥
養
4
0
4
 
⑤
-1
0 

〔
奨
学
金
、
大
日
本
印
刷
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
4
0
5
 
⑤
-1
1 

〔
学
制
改
革
に
つ
い
て
の
メ
モ
〕

1
枚

鳥
養
4
0
6
 
⑤
-1
2 
19
49
 
11
 
2
5
 
T
h
e
 M
ai
ni
ch
i 
No
. 
9
5
7
0
 

英
字
新
開
示
都
で
、
の
T
h
an
ks
gi
vi
ng
D
a
y
の
記
事
鳥
養
は
挨
拶
者
の
一
人

鳥
養
4
0
7
 
⑥
-1
 

〔
ス
ピ
ー
チ
原
稿
〕

5
枚
「
袋
A
J
と
の
異
筆
付
護
あ
り
現
代
社
会
の
的
確
な
把
握
の
困
難
性
と

必
要
性
、
「
中
共
」
へ
の
批
判
な
ど

鳥
養
4
0
8
 
⑥国
2

〔
大
学
と
教
授
に
つ
い
て
の
草
稿
〕

4
枚
「
袋
A
J
と
の
異
筆
付
護
あ
り
旧
帝
大
時
代
の
教
授
、
大
学
紛
争
と
教

授
、
教
授
の
力
量
、
共
同
研
究
な
ど

鳥
養
4
0
9
 
⑥・
3

〔
尽
都
市
青
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
開
設
に
寄
せ
た
文
章
草
稿
〕

4
枚
「
袋
B
J
と
の
異
筆
付
護
あ
り
渦
の
音
編
集
部
用
筆

鳥
養
4
1
0
 
@
-
4
 

教
育
制
度
及
研
究
体
制
の
改
革

14
枚
「
袋
C
J
と
の
異
筆
付
実
あ
り

鳥
養
41
1 
⑤
-5
 

〔
京
都
新
聞
社
教
育
賞
第
1
回
授
賞
候
補
者
審
査
に
つ
い
て
の
報
告
5
枚
「
袋
D
J
と
の
異
筆
付
議
あ
り

と
祝
辞
〕

鳥
養

⑥・
6

〔
電
気
工
学
に
つ
い
て
の
研
究
メ
モ
〕

3
枚
「
袋
D
J
と
の
異
筆
付
筆
あ
り
パ
ラ
メ
ト
ロ
ン
、
江
崎
ダ
イ
オ
ド
、
チ

4
1
2
 

タ
ン
酸
バ
リ
ウ
ム
半
導
体
に
つ
い
て

鳥
養
4
1
3
 
⑥
-7
 

〔
教
育
に
つ
い
て
の
文
章
草
稿
〕

3
枚
「
袋
D
J
と
の
異
筆
付
婆
あ
り

鳥
養
4
1
4
 
⑥
-8
 

〔
教
育
に
つ
い
て
の
文
章
草
稿
〕

4
枚
「
袋
D
J
と
の
異
筆
付
築
あ
り

鳥
養
4
1
5
 
⑥・
9

19
77
 
4
 
1
 
『
洛
友
会
々
報
J
第
9
9
号
鳥
養
利
三
郎
先
生
追
悼
号

14
頁
京
大
電
気
工
学
科
教
室
O
B
会
報
「
袋
E
J
と
の
異
筆
付
筆
あ
り

鳥
養

⑤同
10

「
繁
栄
鼎
談
J
(
座
談
会
日
本
の
再
建
繁
栄
を
語
る
)

5
枚
松
下
幸
之
助
・
湯
川
秀
樹
と
の
鼎
談
W
P
H
P
.I
19
47
年
5
月
号
4
1
7

4
1
6
 

に
同
封
「
袋
E
J
と
の
異
筆
付
議
あ
り

鳥
養
4
1
7
 
⑥
-1
0 
19
92
 
5
 
13
 
[
，
繁
栄
鼎
談
」
の
『
松
下
幸
之
助
発
言
集
j
へ
の
収
録
依
頼
書
〕

1
枚
P
H
P
総
合
研
究
所
常
務
取
締
役
研
究
本
部
長
よ
り
鳥
養
昭
宛

h
司

σ
=
 



-.
.J
 
-.
.J
 

識
別
番
号
所
在
番
号
年
月
日

資
事ヰ

名
備

考

鳥
養

⑥開
10

(1
繁
栄
鼎
談
」
の
『
松
下
幸
之
助
発
言
集
』
へ
の
収
録
承
諾
に
対
す
1
枚
P
H
P
総
合
研
究
所
常
務
取
締
役
研
究
本
部
長
よ
り
鳥
養
昭
宛

41
8 

19
92
 
5
 
2
5
 
る
礼
状
〕

鳥
養
4
1
9
 
⑥・
11

19
33
 
*
 一
万
二
礼
の
精
神

2
枚
鳥
養
利
二
郎
「
袋
E
J
と
の
異
筆
付
婆
あ
り
書
込
・
畏
メ
モ
あ
り

鳥
養
4
2
0
 
⑦
-1 

19
60
 
7
 
2
3
 
*
 人
ユ
ネ
ス
コ
圏
内
委
員
会
長
に
な
っ
た
鳥
養
利
三
郎

紙
名
不
明

鳥
養
42
1 
⑦
-2 

19
74
 
11
 
3
 
喜
び
の
県
人
叙
勲
者

紙
名
不
明

鳥
養
42
2 
⑦
-2
 

「
う
れ
し
い
よ
J
冗
尽
大
総
長
の
鳥
養
さ
ん

1
枚
「
朝
日
S3
9.
1
1.
3J
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
42
3 
⑦
-3 

19
63
 
11
 
3
 
こ
の
道
一
筋
に
貫
い
て
生
存
者
叙
勲
の
人
た
ち

『
朝
日
新
聞
』
第
2
回
生
存
者
叙
勲

鳥
養

⑦閉
4

土
曜
随
感

『
京
都
新
聞
.
1
13
年
間
連
載
し
て
き
た
「
土
曜
随
感
」
終
了
に
伴
い
担
当
者
が
会

4
2
4
 

19
73
 
7
 
18
 

談
し
た
記
録

鳥
養
42
5 
⑦
-5
 

税
金
使
っ
て
研
究
特
許
料
は
ポ
ケ
ッ
ト
に

「
年
月
日
新
聞
名
不
明
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
4
2
6
 
⑦
-6
 

世
界
一
の
カ
メ
ラ
と
ミ
シ
ン

自
筆
書
込
あ
り
「
年
月
日
新
聞
名
不
明
」
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養
4
2
7
 
⑦
-7 

土
曜
随
感
郡
是
魂
今
如
何

尽
大
名
誉
教
授
鳥
養
利
三
郎
『
京
都
新
聞
』
カ
朱
線
書
込
あ
り

鳥
養
4
2
8
 
⑦
-8
 
19
66
 
8
 
23
 
*
 京
都
に
故
郷
の
気
安
さ
鳥
養
利
二
郎
さ
ん

IS
41
 
(1
96
6)
 
8.
23
 
毎
日
S
7
J
と
の
異
筆
書
込
あ
り

鳥
養

⑦
-9
 

日
本
の
昨
日
・
今
日
・
明
日
小
泉
信
三
氏
(
慶
大
名
誉
教
授
)
の
『
京
都
新
聞
.
1
IS
40
.1
2.
1J
と
の
異
筆
書
込
あ
り

4
2
9
 

19
65
 
12
 
1
 
*
 講
演
か
ら

鳥
養
4
3
0
 
⑦・
10

東
京
の
阿
波
踊
り
こ
ぼ
れ
話

紙
名
不
明

鳥
養
43
1 
⑦凶
10

19
63
 
9
 
3
 
こ
の
楽
し
さ
た
ま
ら
な
い

紙
名
不
明

鳥
養
43
2 
⑦目
10

19
63
 
9
 
3
 
県
下
は
あ
げ
て
乱
調
子

紙
名
不
明
見
出
し
の
み

鳥
養
43
3 
⑦・
10

娘
っ
子
は
最
品
だ
よ
里
帰
り
し
た
よ
う
な
気
持
ち

紙
名
不
明

鳥
養
4
3
4
 
⑦・
10

19
63
 
9
 
3
 
入
り
乱
れ
て
踊
り
攻
防
戦

『
徳
島
新
聞
』

鳥
養
4
3
5
 
⑦幽
10

満
月
の
も
と
ひ
し
め
く
踊
り

紙
名
不
明
見
出
し
の
み

鳥
養
4
3
6
 
⑦幽
10

本
社
来
訪
踊
り
子
連

紙
名
不
明

鳥
養
43
7 
⑦
-1
0 

踊
り
い
ろ
ど
る
花
火
の
供
宴

紙
名
不
明

鳥
養
4
3
8
 
⑦
-1
0 

お
と
な
の
迷
い
子
も
続
出
ロ
ケ
隊
も
競
う

紙
名
不
明

鳥
養
4
3
9
 
⑦回
10

〔
阿
波
踊
り
写
真
〕

紙
名
不
明

鳥
養
4
4
0
 
⑦
-1
0 
19
63
 
9
 
3
 
〔
阿
波
踊
り
写
真
〕

『
徳
島
新
聞
』
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